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　 　 　 オー ス トロネ シア社 会 の比 較 研 究

オ ー ス トラ リア国 立 大学 の研 究 プ ロ ジ ェ ク トの動 向

須藤健一(国 立 民族学 博物館)

　 オ ー ス トラ リア国 立 大 学 ・太 平 洋 研 究所(The　 Research　 School　 of　Pacific　 Stu-

dies)で は、 人 類 、 言 語 、 先 史 の3学 部 を 中 心 に 「オ ー ス トロ ネ シア 諸 族 の比 較 研

究 プ ロ ジ ェ ク ト」(Comparative　 Austronesian　 Study　 Project、 以 下CAPと 略 記)

を組 織 し、1988年9月 か ら研 究 活 動 を 進 めて き て い る。 この プ ロ ジェ ク トは、1991

年2月 まで の2か 年 半 に わた り、 特 定 テ ー マ に基 づ く、 セ ミナー 、 シ ンポ ジウ ム、

国際 会 議 を 催 し、 オ ー ス トロネ シア社 会 の連 続 性 と非 連 続 性 を 明 らか にす る こ とを

目的 と して い る。 筆 者 は昨 年8月 か ら本 年4月 ま で の予 定 で、 文 部 省 在 外 研 究 費 の

交 付 を うけ、 太 平 洋 研 究 所 の客 員研 究 員 と してCAPプ ロ ジェ ク トに参 加 して い る。

本 誌 を か りて 、CAPの 研 究 動 向 につ いて 報 告 して み た い。

1.CAPの ね らいと組織

　 こ こ20～30年 のあ いだ に、 社会人類学、 人類 ・先史学、言語学 の分 野 におけ るマ

レー半 島、東 南 ア ジア島唄部、太平洋地域 さ らにはマダガ スカルにい た る、 オー ス

トロネ シア語 族社会 の調 査研究 は、飛躍 的 に進展 した。 その結 果、 周知 のよ うにオ

ー ス トロネ シア諸語 の再構成 や系統、 その言語 を共通 にす る人 び との移住経路 や年

代 な どにっいて、言語学 と先史学 の分 野で は、大筋 で一致 す る仮説 が提唱 されて き

てい る。 それ に くらべ、 社会人類学 や民族 学の分野 では、個別社会 の調査研究 を重

視す るあま り、他 の地 域社会 を も視野 に入 れた 「比較研究 」に は強 い関心 を は らっ

て こな か った。

　CAPの 代表者、　J.」.　Foxは 、 イン ドネ シア研究 を例 にあげ、 研究者 の関心 は、 ス

マ トラ、 ジャワ、 ボル ネオ、 スラウェ シ、東 イ ン ドネ シアとい うよ うに地 域 ご とに

分断 され、 イ ン ドネ シア全体、 ま してや フ ィ リピン、 太平洋地域の研 究成 果 に目を

向 ける ものが少 ない こ とを指摘 して いる。 この よ うな 「地域研究主義 」優先 の動 き

を批判 的 に総括 し、 これ までに諸地 域 と諸研究 分野 で蓄積 され た豊富 なデー タをす

り合 わせて、 オー ス トロネ シア社会 を一 っの まとま りのある実体 として把握す る研
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究 方 法 の必 要 性 を主 張 して い る。 した が って、CAPの ね らい は、 近 接 す る地 域 社 会

だ け で な く、 オ ー ス トロ ネ シア 世 界 全 体 の文 化 と社 会 の比 較 研 究 を とお して、 諸 社

会 の歴 史 的 関 連 性 の理 解 を進 展 させ 、 オ ー ス トロネ シア世 界 を 成 りた た せ て い る社

会 ・文 化 的 原 理 を抽 出 し、 モ デ ル を 構 築 す る こ と に あ る。

　 CAPは 、 太 平 洋 研 究 所 の人 類 学 、 言 語 学 、 先 史学 と太 平 洋 ・.東南 ア ジ ア史 学 の ス

タ ッ フ を軸 に、 学 部 の ス タ ッ フを加 え て 組 織 され て い る。 研 究 代 表 者 は 、 人 類 学 部

のJ.J.　 Foxで 、 同研 究 所 か らは、　R.Keesing、 　M.　Youngと 学 部 か らJ.A.　 Forge、 言 語

学 か らは、D。　 TryonとM,　 Ross、 先史 学 か らは、　M.　S.　 SpriggsとP.　 Bellwood、 歴 史

学 か らは、D.　 Scarr、　N.　GunsonがCAPの 中 核 メ ンバ ー と して 参 加 して い る。　CAP

に は、 オー ス トラ リア国 立 大 学 の ほ か に、 外 国 の研 究 機 関 も研 究 協 力 の形 で加 わ っ

て い る。 それ に は、 オ ー ク ラ ン ド大 学 人 類 学 部 、 ヴ ィ ク トリア大 学 人 類 学 部(以 上

ニ ュー ジー ラ ン ド)、 ハ ワ イ大 学 人 類 ・言 語 学 部 、 ワ シ ン トン大 学 人 類 学 部 、 ミシ

ガ ン大 学 人 類 学 部(以 上 ア メ リカ合 衆 国)、 レイ デ ン大 学(オ ラ ン ダ)、 そ して ラ

トロー プ 大 学 社 会 ・先 史 学 部 、 オー ス トラ リア博 物 館 な どで あ る。 これ らの研 究 機

関 か らは 、 セ ミナー や 国際 会 議 に研 究 者 が参 加 す るだ けで な く、 客 員 研 究 員 と して

招 購 さ れ る スタ ッフ もい る。 現 在 ま で に、CAPは 、 長 期 、 短 期 を あ わ せ30人 の研 究

者 を 招 聰 して 、 定 期 的 な 研 究 会 や テ ー マ ご との セ ミナー で発 表 討論 を重 ね て い る。

　 当 初 、CAPプ ロ ジ ェ ク トは1987年 か ら ス ター トす る予 定 で あ った が 、 プ ロ ジ ェク

トの 方 法 や 運 営 を め ぐ る意 見 の調 整 に時 間 が か か り、1年 半 遅 れ で 研 究 を開 始 す る

こ と に な った。

2.研 究 方 法

　 1988年9月 に 発 足 したCAPは 、4回 に わ た る ワー ク シ ョ ッ プ を 重 ね 、　 第1年 度

(1989年3月 ～1990年2月)に 議 論 す る テ ー マ を 検 討 し、 大 き くっ ぎ の4っ に 絞 っ

た 。　1)Hierarchy/Stratification、2)House/Household、3)Gender　 and　 Re-

lative　 Age、 そ して4)Narratives　 of　 the　 Pastで あ る。 こ れ ら の テ ー一一一マ は、 コ ン

ビー ナ ー を 軸 に ワ ー ク シ ョ ッ プ で 構 想 が ね られ 、1日 か ら1週 間 に わ た る セ ミナ ー

で 発 表 討 論 さ れ た 。 最 初 に と り あ げ ら れ た テ ー マ は 、House/Householdで 、 シ ンガ

ポ ー ル 大 学 のR.WatersonとJ.J.　 Foxが コ ン ビ ー ナ ー と な って 、1989年5月19日 と

20日 の2日 間 の セ ミ ナ ー で 議 論 さ れ た 。"House　 and　 Household"と い う タ イ トル で

開 か れ た こ の セ ミナ ー で の 主 要 な 話 題 は 、1)家 の 空 間 的 、 構 造 的 、 象 徴 的 特 質 と

社 会 環 境 と の 相 関 性 、2)社 会 的 カ テ ゴ リー と して の 家 、 そ して3)社 会 的 集 団 の
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「入 れ もの 」 と して の 家 、 とい った 諸 相 を あ き らか にす る こ とで あ っ た。

　 この セ ミナ ー に は、 ニ ュ ー ジー ラ ン ド、 タ イ、 イ ン ドネ シア、 ア メ リカ な ど外 国

か らの 参 加 者 を 含 め40名 が 出席 し、15名 が発 表 した。 地 域 研 究 の セ ッ シ ョンで は、

ボル ネ オ ・カ リマ ン タ ンの4社 会(1ban、 　Gerai、 　Lahanan、 　Kenyah)、 東 イ ン ドネ

シア の2社 会(Flores、 　Timor)、 メ ラ ネ シア、 ポ リネ シア の5っ の社 会(Malaita、

Fiji、　Vanuatu、 　Cook、　Maori)が と りあ げ られ た。2部 の通 文 化 的 部 門 で は、 先史

学 の分 野 か らオ ー ス トロ ネ シ ア社 会 の 家 と居 住 様 式 の傾 向、 言 語 学 の分 野 か ら 「家 」

の民 族 語 彙 の比 較 、 社 会 人類 学 の 分 野 で は 、 東 南 ア ジア社 会 の 家 の 空 間利 用 と家屋

構 造 の 相 関 性 、 東 イ ン ドネ シ ア社 会 の 「草 分 け筋 」 の家 の特 徴 、 ニ ュ ー ギ ニ ア の 儀

礼 空 間 にみ られ る オー ス トロ ネ シア社 会 と非 オ ー ス トロ ネ シ ア社 会 の家 屋 利 用 の差

異 と い った 発 表 が 行 わ れ た。

　 8月7日 に は、CAPの 第2回 目 の セ ミナー が"Ethnopoetic"と い う タ イ トル で 開

催 さ れ た 。 この セ ミナ ー で は、 歌 詞 、 祝 文 、 祈 禧 文 な どの 儀礼 言 語 に み られ る表現

様 式 の 比 較 研 究 を 目 的 と して い た。IbanとBerawan(ボ ル ネ オ)　 の 神 降 ろ しの 呪 文 、

祈 禧 文 の様 式 、 東 フ ロー レス の 「武 勇 詩 」 の分 析 、　 Tongaの 伝 承 に お け る力 の 表 現

形 式 、 音 楽 ・歌 ・踊 りの 結 合 様 式 、Cook諸 島 の伝 承 に み られ る身 分 階 層 分 化 の 表 現

形 式 、 さ ら に は、 パ プ ア ニ ュー一一ギ ニ ア のMassim地 域 の 神 話 に登 場 す る 「悪 霊 」 の イ

メー ジに つ いて の報 告 が 続 いた。

　 第3回 目の セ ミナ ー は、"Gender　 and　Relative　 Age"の 題 目 で11月23日 に行 なわ

れ た。 この セ ミナ ー は 」.」.Foxの 呼 び か け で組 織 され 、 兄 弟 一 姉 妹 関 係 、 と りわ け

年 長 一 年 少 、 長 子 一末 子 の社 会 的地 位 関 係 に焦 点 を あ て、 東 イ ン ドネ シア とオ セァ

ニ ア の 両 社 会 の 社 会 構 造 に特 徴 的 な キ ョウ ダ イ関 係 の卓 越 的 様 態 を比 較す る こ とを

目的 と して い た。Foxは 、 基 調 報 告 の なか で 、 東 イ ン ドネ シア社 会 に 共通 す る草 分

け筋/分 家 筋 、 長 男/末 子(年 長/年 少 キ ョ ウ ダイ)を 指 示 す る民 俗 語彙 が、 樹 木

の メ タ フ ァー(根 元 と枝 葉)で 表 現 さ れ る こ と を指 摘 し、 この よ うな 表 現 様 式 が オ

ー ス トロ ネ シア社 会 に 共 通 に存 在 す る か否 か を 比 較 す る必 要 性 を提 示 した。

　 東 イ ン ドネ シア地 域 か らは、Tanimbar、 　Buru、　Tana　 Aiの3社 会 、 オ セ ア ニ アか

らはSatawal(Caroline　 ls.)　 、　Tonga、 　Sa(S,　 Pentecost)　 とパ プ ァ ニ ュー ギ ニ

アのMekeoとBanaroの5社 会 の 発表 が あ った。　Tanimbar、 　Tana　 Ai社 会 で は、 家 の

'本 支 関 係 な い し
、 規 定 的縁 組 に よ る家 の 関 係 が 植 物 の メ タ フ ァー で 表 現 され るが 、

Buruで は相 対 年 齢 を指 示 す る名 称 は存 在 せ ず 、 ま た、 社 会 関 係 を植 物 の 名 称 で 表現

す る様 式 もな い こと が 明 らか に され た。 オ セ ア ニア社 会 で は、Satawa1で 出 自集 団
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の分 節 過 程 を 木 の幹 と枝 で 表 わ す 用 語 が存 在 す る ほ か は、 そ の よ う な メ タ フ ァ ーが

顕 著 で な い こ とが 判 明 した 。 しか し、 い ず れ の 社 会 に お い て も、 年 長 キ ョ ウ ダ イ が

社 会 的 に優 位 な 地 位 に あ り、 系 譜上 の序 列 と相 重 な って社 会 集 団 の 統 合 の 要 に な っ

て い る点 で共 通 す る こ とが 明 らか に な った。Foxの 提 示 した社 会統 合 の 原 理 は、 東

イ ン ドネ シ ア、 と りわ け 、Flores、 　Timor、 　Roti、　Sumba等 の社 会 で 卓 越 して い るが、

他 の イ ン ドネ シ ア社 会 を は じめ オセ ア ニ ア社 会 へ の そ の適 用 は 今後 の検 討 課 題 と し

て残 さ れ た。　 (オ セ ア ニ ア社 会 のSiblingの 研 究 は、10数 年 前 に国 際 会 議 が もた れ 、

そ れ に基 づ い てSiblingship　 in　Oceania,　 M.　Marshall(ed.〉,1981と して 公 に さ

れ て い る の に、 そ の 成 果 を と り こん だ 発 表 が筆 者 よ り他 に な か った の は奇 異 に 感 じ

た。)

3.二 っ の 国際 会 議

　 CAPの 言 語 学 と人 類 学 部 門 で は 、 そ れ ぞ れ1週 間 に わ た る会 議 を 開 催 した。

　 言 語 学 部 門 で は、D.　 Tryonが 中心 に な って1989年8月26日 か ら9月1日 にか け て、

"Co
ntact-induced　 Language　 Change"(言 語 接 触 に よ る言 語 変 化)と い うテ ー マの

も と に国 際 会 議 を組 織 した 。 この 会 議 で議 論 され た 地 域 は 、 マ レー 、 イ ン ドネ シア、

フ ィ リ ピン、 ニ ュー ギ ニ ア、 メ ラネ シ ア、 ポ リネ シア、 ミク ロ ネ シア と、 オ ー ス ト

ロ ネ シ ア語 族 の ほ ぼ全 域 を カバ ー して い る。　 (た だ し、 マ ダ ガ スカ ル、 台 湾、 ミク

ロ ネ シア の マー シ ャル、 カ ロ リ ンは除 外)。 発 表 者 も23人 で 、 各 自30分 の発 表15分

の討 論 とい う時 間配 分 で 議 論 を 展 開 した(詳 細 は、 プ ログ ラ ム を附 表1に 掲 載 した

の で 参 照 され た い)。

　 人 類 学 部 門 の 国 際 会 議 は、1990年1月25日 か ら30日 にか けて 、"Hierarchy,　 An-

cestry　 and　Alliance"の 題 目 の もと に 開催 され た。 この会 議 は、　J.」.　 FoxとM.

Jolly(Macquarie大 学 、　ANU客 員 研 究 員)に よ って 組 織 され 、30人 が 発 表 を 行 った 。

発 表 内 容 に した が って 、 この 会 議 は6っ の セ ッ シ ョ ンに分 け られ た(附 表2参 照)。

発 表 者 は45分 の 持時 間 内 で 、 発 表 と質 疑 応 答 を 行 う形 式 を と り、 総 合 討 論 は29・30

日の両 日、 場 所 を大 学 か ら南 東 海岸 の 大 学 セ ミナー セ ン ター に変 え 、1泊2日 の合

宿 の 形 で実 施 した。

　 最 初 の セ ッシ ョ ンで は、M.　 Jollyの 「ヒエ ラ ル キ ー の概 念 」 にっ い て の基 調 報 告

に基 づ い て 議 論 が行 わ れ た。 彼 女 は、L,　 Dumontが イ ン ド社 会 の調 査 に基 づ い て定

義 した、 「相 対 立 す る要 素 を 包 摂 す る関 係 」 と して の ハ イ エ ラ ルキ ー の概 念(Homo

Hierarcれicロs:　 The　 Caste　 S　stem　 and　 its　 Irn　lications,　 Chicago:　 Chicago　 Uni一
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versity　 Press,1980)　 を オ ー ス トロ ネ シア社 会 へ 適 用 す る こ との 問 題 点 を、 彼 女

のVanuatuとFijiの 調 査 資 料 を参 照 しなが ら指 摘 した。 っ ま り、 イ ン ド社 会 の 秩 序

と統 合 の 根 幹 を な して い る浄 一不 浄 観 念 に依 拠 す るDumontの 概 念 は、 あ らゆ る社 会

・文 化 的 コ ンテ ク ス トを 支 配 す る原 理 が 欠 如 す る オ セ ア ニ ア社 会 に は有 効 で な い と

い う もの で あ る。 そ れ にひ きっ づ き、 従 来 、 非 階層 的 、 平 等 的社 会 と位 置 づ け られ

て き たIbanとMandaya(フ ィ リ ピン)社 会 のハ イ エ ラル キ ー を 再考 す る報 告 が 行 わ

れ た 。Iban社 会 で は、 外 部 社 会 との 関 係 、 と りわ け首 狩 り、 交 易 、 侵 略 、 移 住 な ど

の 局 面 で は、 優 先 権 に基 づ くハ イエ ラル キ ーが 顕 在 化 す る こ とが指 摘 され た。

　 第2部 の 「先 史 学 か らみた ハ イエ ラル キ ー」 の セ ッ シ ョンで は、 居 住 様 式 や 墓 制

にっ い て の 考 古 学 資 料 と民 族 誌 資 料 を接 合 して、P.　 Bellwoodが ハ イ エ ラル キ ー の

正 統 性 が 「始 祖 中心 イ デ オ ロギ ー(founder-focussed　 ideology)」 に よ って保 持 さ

れ る と い う仮 説 を提 示 した。 こ の仮 説 は、 最 初 の移 住 ・定 着 集 団 が 居 住 地 を は じめ

農 耕 、 漁 掛 に最 適 の 土 地 を 占有 し、 そ の 占有 権 の もと に後 続 集 団 に土 地 利 用 権 を付

与 し、 優 位 な地 位 を 確 保 した と い う も ので あ る。Bellwoodの 「大 胆 」 な視 点 は、 民

族 ・考 古 学 や エ ス ノ ヒ ス トリー の研 究 の今 後 の進 展 に よ って、 オー ス トロ ネ シ ア諸

族 の 社 会 構 造 の 「祖 型 」 を 復 原 す る可 能 性 を示 唆 した点 で 注 目 され る。

　 第3部 で は 、 政 治 ・宗 教 的 権 威 や 社 会 的序 列 を正 統 化 す る原 理 を め ぐって 議 論 が

展 開 さ れ た。 こ こで は、 東 イ ン ドネ シア、 ポ リネ シア、 ミク ロ ネ シア と ス ル ー海 諸

島 の調 査 資料 に基 づ く報 告 が 行 わ れ た。J.　 J.　Foxは 、　Timor,　 Roti,　 Floresの6社

会 を と りあ げ 、 社 会 関 係 や 出 自 集 団 を指 示す る民俗 語 彙 とそ の メタ フ ァー を比 較 し

た うえ で 、 これ らの社 会 に共 通 す る社 会 統 合 の 原理 が 「優 先 権 」(precedence)な

い し 「草 分 け筋 」(origin　 line)　 に 根 ざ して い る こ とを例 証 した。 さ らに、 そ の

原 理 は、 男/女 、 年 長/年 少 、 長 子/末 子 、 内/外 、 先 行/後 続 、 根 本/枝 葉 とい

った カ テ ゴ リー で序 列 化 され て い る こ と を明 らか に した。Foxの 分 析 お よ び比 較 の

方 法 は、 社 会 統 合 の 根 幹 を な して い る い くっ か の原 理 を抽 出 し、 そ れ らの原 理 間 の

ハ イ エ ラ ル キ ー を把 握 す る こ と に よ って 社 会 全 体 の構 造 を 明 らか に す る もの で 、縁

組 か 出 自か とい う従 来 の社 会 構 造 論 と は異 な る視 点 か らの 問題 提 起 で あ る。 こ の方

法 論 を 東 イ ン ドネ シア だ けで な く、 オ ー ス トロ ネ シ ア社 会 に広 く適 用 し、 そ の 社 会

の 共 通 基 盤 を探 る こ とが 、CAPの 主 要 なね らい の一 つ にな って い る。

　 Foxの 発 表 の あ と6本 の 報 告 が 行 わ れ た。 ク ック社 会 で は異 人/土 着 、 年 長/年

少 、 ニ ュー カ レ ドニ ア 社 会 で は、 先 住/後 住、 貴族/従 臣 、 年 長/年 少 、 本/支 な

どの 原 理 に よ る社 会 集 団 の序 列 化 が み られ る一 方 で、 対 称 的 縁 組 や 互 酬 的 な社 会交
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換 体 系 に よ って 、 そ の 序 列 が平 等 化 す る傾 向 が あ る こ と も指 摘 され た。 ミク ロ ネ シ

ア の 中 央 カ ロ リ ン社 会 で は、 集 団 の 移 住 経 路 が 政 治 的 序 列 に反 映 さ れ、　 「ヤ ップ帝

国」 に 編 入 され る過 程 で 移 住 伝 承 が 改 ざん され 、西/東 、 首 長/平 民 と い う関 係 が

形 成 され た こ とが 明 らか に され た。 ま た、 東 イ ン ドネ シア のMaluku　 Tenggara社 会

で は、　 「優 先 性 」 に基 づ く政 治 的序 列 制 度 が 、 現 国 家 体 制 に くみ こ まれ 、 新 しい行

政 組 織 を っ く り あ げ る うえで 、 依 然 と して 卓 越 した 原 理 と して 作 用 して お り、 また、

非 オ ー ス トロ ネ シア社 会 のTobelo社 会 で は、 草 分 け家/後 来者 、 年 長/年 少 と い っ

た関 係 が 、 社 会 的 、 宇 宙 観 的 秩 序 を 決 定 す る要 素 に な って い る。 この セ ッ シ ョ ンで

は、 東 イ ン ドネ シア の 社 会 と世 界 観 を秩 序 づ け る重 層 的 か っ濃 密 な メ タ フ ァー が 、

他 の オ ー ス トロ ネ シ ア社 会 で も、 濃 淡 はあ るが 共 通 に 存 在 して い る こ とが 明 らか に

され た。

　 第4部 は、 規 定 的 縁 組 と ヒエ ラル キ ー の 整 合 性 と不 整 合 性 に関 す る報 告 が あ った。

南 部 ス ラ ウ ェ シのGowa社 会 の報 告 は、16～17世 紀 の記 録 に依 拠 して、 社 会 階 層 間 の

通 婚 お よ び 隣 接 す る諸 王 国 との 婚 姻 関 係 を統 計 的 に処 理 した 内 容 で あ った が、 支配

(ラ ジ ャ)階 層 は他 王 国 と婚 姻 関 係 を 結 び優 位 な地 位 にっ く傾 向 が あ った こ と を示

唆 した。 東 イ ン ドネ シア か らはFloresのTana　 Ai,　 Lewotala,　 Palu'e島 の3社 会 の

報 告 が あ った が、Lewotala社 会 で は、 母 方 交 差 イ トコ婚 と同 時 に、 特 定 世 代 で 父方

交 差 イ トコ婚 を 優 先 す るた め に、 集 団 間 の序 列 関 係 が 中和 され る こ とが 指 摘 され た。

これ は 「母 系 の 血 」 を呼 び 戻 す こ とで 家 が繁 栄 す る とい う生 命 観 に根 ざす 婚 姻 で あ

る。 この 指 摘 は、 規 定 的 な い し優 先 的 縁 組 が 、 社 会 的 ハ イ エ ラ ル キ ー を維 持 しな い

例 と して 注 目 さ れ よ う。

　 第5部 は、 ハ イ エ ラ ル キ ー を 指 示 す る語 彙 と言 語 行 動(敬 語)と ハ イ エ ラル キー

の関 係 を あ っ か った 発 表 で、 敬 語 に っ い て はJavaとTongaの2社 会 か ら言 語 入 類 学

的視 点 か らの 報 告 が 行 わ れ た。

　 最 後 の セ ッ シ ョン は、　 「ハ イ エ ラル キ ー の再 構成 と変 質 」 と い うテ ー マ で8人 が

発 表 した。 と り あげ られ た 社 会 は、 パ プ ァ ニ ュー一一ギ ニ ア のManus、 　Massim、 　Mekeo、

それ に、Wallis,　 Tuvalu,　 Tokelau,　 Maoriで あ った。　Massim社 会 の 報 告 で は、 社会

・政 治 的 統 率 者 の民 俗 語 彙 とそ の 社 会 的役 割 の比 較 検 討 か ら、 ビッ グ マ ンな い し首

長 と して 概 念 化 され て きた 両 者 の性 質 は、 相 対 的 な もの で しか な く、 両 者 を 区 別 し

て 定 義 す る こ との 意 味 が な い こ とが 指 摘 され た。

　 ま た、Mekeo社 会 は、 西 欧 人(ミ ッ シ ョ ン)と 接 触 す る100年 前 ま で 、　 「平 和 首

長 」 、　 「戦 争 首 長 」 、　 「平 和 妖 術 師 」 、　 「戦 争 妖 術 師 」 の4人 の リー ダ ー に よ って
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統合 されて いた。 しか し、 戦争 の禁止 に より、戦争首長 と妖術 師の地位 と役 割 が失

せた けれ ど も、 それ らの社 会制度上 の枠組 は存続 し、 現国家体制 の もとで は、 「村

巡査 」 と 「(キ リス ト教の)村 司祭」 にと って替わ られて いる。 この例 は、社会秩

序 を維 持す る根本原 理 が4分 制構造 にあ り、 この原 理が外的影響 を受 けて も変 化せ

ず に持 続す る ことを示 して いる。 ほかの ポ リネ シア社会 の報告 では、 口頭伝承 と ミ

ッシ ョンの記録 を手 がか りに、植民地前 の政 治的組織 を再構成 し、 その連続性 と非

連続性 に関す る諸要 因 が明 らか にされた。

　 これ ら30本 の発表 に関す る総 合討論 は、 エク スカー シ ョン(ピ クニ ック)を 兼ね

て、29・30日 の2日 間、4時 間 にわ た って行われた。 そ こでは、　「ハ イ エラルキー

の概 念」 と 「オ ース トロネ シア社会 の定義」が議論 の中心 とな った。

　以上、CAPの 研究活 動 の概略 を述 べて きたが、筆者 が興味 を もつ分野 とテー マに

っいて偏 った報告 にな って しま った き らいが あ る点 は御許 し願 いた い。

4.研 究 成 果 と 今 後 の 予 定

　 CAPは 、 既 述 の3回 の セ ミナ ー と2回 の 国 際 会 議 の ほ か に 、 毎 週1回 の 研 究 会 を

開 い て い る。 研 究 会 は 毎 金 曜 日 の12時30分 か ら1人 の 報 告 者 が1時 間 の 発 表 と そ れ

に 基 づ く討 論 の 形 式 で 運 営 さ れ て き た。 発 表 内 容 は 、 比 較 の 視 角 を 明 確 に し た も の

は 少 な く、 個 別 社 会 の 資 料 を 分 析 す る 報 告 が 多 くを 占 め た 。 こ れ ま で に30回 弱 の 研

究 会 が も た れ 、 そ の 成 果 の 一 部 は 、Comparative　 Austronesian　 Project,　 Working

Paperの 形 で 公 に され て い る。 こ れ ま で に 、　Metcalf,　 Peter"That'sWhat　 I　Say:

Status　 and　 Voice　 in　 Indonesian　 Ritual　 Languages",　 　Gibson,　 Thomas　 　"On　 Pre-

datory　 States　 in　 Island　 Southeast　 Asia",そ れ にFox,　 James　 J.　 "Hierarchy

and　 Precedence"の3論 文 が 刊 行 さ れ た 。

　 言 語 学 と 社 会 人 類 学 部 門 の2っ の 国 際 会 議 の 成 果 は 、 出 版 社 か ら 刊 行 さ れ る予 定

で あ る。　 "Hierarchy,　 Ancestry　 and　 Alliance"の 会 議 で 発 表 さ れ た 論 文 は 、　Ori-

gins,　 Ancestry　 and　 AllianceとTransformations　 of　 Hierarchyと い う タ イ トル で 、

2巻 本 の 形 で 出 版 す る こ と に な り、 編 集 作 業 を 開 始 して い る 。 ま た 、 言 語 学 部 門 の

"Contact -lnduced　 Langage　 Changゼ の 会 議 の 成 果 も
、 題 は 未 定 で あ る が 、1巻 本

に ま と め て 出 版 す る こ と に な って い る 。

　 な お 、CAPの 第2年 度(1990年3月 ～1991年2月)の 研 究 計 画 は 、 目 下 検 討 中 で 、

2月7日 に は 、 試 み と して"Tales　 of　 the　 Half　 Persoバ と い う題 目 で 、 起 源 神 話

の モ チ ー フ に 関 す る セ ミ ナ ー が 開 か れ た 。 今 年 度 も10月 以 降 に 特 定 テ ー マ に よ る 国
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際会 議 を予定 してい るが、 その内容、 時期 につ いて は未定で あ る。 関心 のあ る方 は、

今後 、 下記 に照会す れ ば、詳細 な情報 が得 られ る。

Dr.　 James　 J　Fox,　 Convenor

Comparative　 Austronesian　 Project

Department　 of　 Anthropology

Research　 School　 of　 Pacific　 Studies

Australian　 National　 University

GPO　 Box　 4,　 Canberra,　 ACT　 2601,

Australia

(1990年2月15日 記)
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附 表1-1

 THE AUSTRALIAN NATIONAL UNIVERSITY 
         Department of Linguistics 

     Research School of Pacific Studies

 COMPARATIVE  AUSTRONESIAN PROJECT SYMPOSIUM 
                   ON 

 CONTACT-INDUCED  LANGUAGE  CHANGE 
           26th August - 1st September 1989

saturday 26  August - Seminar_Room A  Coombs  Building

2.00 

2.15 

3.15 

4.15

Symposium Opening 

                  (Chairman: Bert  Voorhoeve) 
Paul  Geraghty (Fiji Institute of Language & Culture) 

 "Linguistic  Evidence for  the Tongan Empire" 

Sander  Adclaar  (Leiden/A.N.U.) "The  Classification of the  Tamanic Languages" 

Adrian Clynes (A.N.U.)  "Javanese  Influence on Balinese"

 Sunday_ 27  August - Seminar Room A  Coonths  Building

                            (Chairman: Laurie  Reid) 

 9.30 Bert  Voorboeve (Leiden)          "Languages in Contact in the  Northern  Moluccas" 

 11.00 Charles Grimes  (A.11.11) 
         "Special Speech Registers in Austronesian Languages" 

                          (Chairman: Berndt  Nothofer) 
 2.00 Anton Moeliono (University of Indonesia)  "Contact -induced language change in Indonesia" 

 3.30 Jack Prentice  (Leiden)  "Manado  Malay'

 Monday 28 August -  Coombs Lecture Theatre

                        (Chairman: Anton  Moeliono) 

9.30 Barbara Grimes (A.N.U.)         "Languages in  contact inCentral  Maluku" 

11.00 Berndt Nothofer (Johann W. Goethe University)  "Sumatran  Influences in Enggano" 

                         (Chairman: Sander  Adelaar) 
2.00 Laurie Reid (University.of Hawaii)        "Unravelling the Linguistic  History of Philippine  Negritos" 

3.30 Mark  Durie  (Melbourne University).         "L
anguage Contact and  AcehIChanuc"
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附 表1-2

Tuesday  29_Au2ust  -  Coombs Lecture Theatre

(Chairman: Shelley Harrison)
Bill Thurston (McMaster  University)  "Renovation and innovation  in  the  languages of  northwestern New Britain"

11.00 

2.00 

3.30

Malcolm Ross  (A.N.U.) 
 "Areal  phonological  features in  north-central New Ireland" 

                    (Chairman: Ross Clark)
Shelley Harrison  (University of  Western Australia) "Polynesian Influence on  Gilbertese: fact and fiction"

Sue Holzknecht (U.P.N.G.) 
 The Mechanisms of Language Change in Labu"

Wednesda▼30.　 Allgtist!  Coombs_ Lecture Theatre

(Chairman: Paul Geraghty)

9.30

11.00

Bob Bugenhagen (A.N.U.)  "Language Contact on Umboi Island"

Tom Dutton (A.N.U.) 
"Motu - Koiarian contact, Papua New Guinea"

(Chairman: Malcolm Ross)

2.00

3.15

 Darrell Tryon (A.N.U.) "Language Contact in the Eastern Outer Islands
, Solomon Islands"

Trip to Australian National Gallery 
 "Aboriginal  Art Exhibition"

Thursday 31 August Coombs Lecture Theatre

(Chairman: Darrell Tryon)
9.30 

11.00 

2.00 

3.30

Karl Rensch (A.N.U.) "Early European Influence in the languages of Polynesia"

Francoise Ozanne-Rivierre  (C.N.R.S., Paris) "Faga -Uvea  Lexical  Borrowing  in  laal and Phonological Enrichment" 

                   (Chairman: Tom Dutton)
Jean-Claude  Rivierre  (C.N.R.S., Paris) "Indirect  Inheritance and the  Complexification of Phonological Systems 
Languages of  Mainland  Pew  Caledonia"

Ross Clark (Auckland University)  'Mele -Fila and the  Efate dialects'

Friday 1 Sentember

9.30 

2.00

 Coombs  Vectore Theatre

Synthesis - Workshop Session

Symposium Closure



附 表2-1

THE AUSTRALIAN NATIONAL UNIVERSITY 

  Comparative Austronesian Project 
       Research School  of Pacific Studies

HIERARCHY, ANCESTRY & ALLIANCE CONFERENCE 

 25  - 30 January 1990 

        Seminar Room A, H.C. Coombs Building

Thursday 25 January

What do we mean by Hierarchy?

(Chair: Jim Fox)
9.00 - 9.45 

9.45 - 10.30

Margaret JOLLY: Hierarchy and encompassment 

Clifford SATHER:  lban egalitarianism reconsidered

 10.30  - 11.00 MORNING TEA

(Chair: Clifford Sather)

11.00 - 11.45 

11.45 - 12.30

Nicholas THOMAS: Kingship & hierarchy  In the Pacific and Asia

Aram YENGOYAN: Horizontal and vertical structures of hierarchy: The Mandaya of Southeast 

   Mindanao,  Phillipines

 12.30  -  2.00 LUNCH

The Prehistory of Hierarchy in Austronesian Societies

(Chair: Bronwen Douglas)

2.00 - 2.45 

2.45 - 3.30 

3.30 - 3.45 

4.15 - 5.00

Peter  BELLWOOD: Hierarchy and the earliest Austronesian dispersals

Dianne TILLOTSON: Patterns  in chaos: Evidence relating to ancestry and hierarchy in untidy 

   ancient cemeteries of  island Southeast Asia

I Wayan  ARDIKA: Prehistoric hierarchy  in Bali

 3.45  -  4.15 AFTERNOON TEA

(Chair: Margaret Jolly)

PLENARY DISCUSSION Hierarchy: Anthropological, prehistorical, linguistic approaches

 5.15  -  7.15 CONFERENCE  DRINKS - OLD CANBERRA HOUSE

Friday 26 January

Origins and Ancestry

(Chair: Antony  )cooper)

9.30  - 10.30 

 11.00 - 11.45 

11.45  - 12.30

Jim FOX: Progenitor lines of origin In some societies In eastern  Indonesia 

 10.30  - 11.00  MORNING TEA

(Chair: Douglas Lewis)

Jukka SIIKALA: The elder and the younger - foreign  and  autochlhonous Origin and hierarchy in the Cook 
   Islands

Jos PLATENKAMP: The severance of the origin - A ritual of  the  Tobelo of North  Halmahera

12.30 - 2.00 LUNCH

(Chair: Mark Mosko)

2.00 - 2.45 

2.45  - 3.30 

4.00 - 4.20 

4.20 - 5.00

Bronwen DOUGLAS: Hierarchy and reciprocity  in New Caledonia: An historical  ethnography 

Sandra PANNELL:  'Histories' of diversity, hierarchies of  unity: The articulation and legitimation  of political 

  authority  in Amaya, Maluku Tenggara, Indonesia

 3.30  - 4.00 AFTERNOON TEA

(Chair: Peter  Bellwood)
Ken・ichi　 SUDO=　 Poli電ical　hiorarchy　 8nd　 migra量ioo　 rou電e:Chioftalnship　 ln　Con電rat　 Carotine　 ls.　o「Micronesia

Chados　 FRAKE:　 Tho　 cu髄"ra聾oons巳rロdion　 o蟹rank,　 iden電ity　and　 ethnic　 origins　 ln電he　 Sulu　 Archipetago
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附 表2-2

Saturday 27 January

Alliance

(Chair: Aram Yengoyan)

9.00 - 9.45 

9.45 - 10.30 

11.00 - 11.45 

11.45 - 12.30

Douglas LEWIS: Precedence, history, and hierarchy in the social order of  Tana'Ai 

David BULBECK: Marital alliance  and  Inheritance of titles  in  precolonial Gowa (South  Sulawesi, Indonesia) 

                  10.30 - 11.00 MORNING TEA

(Chair: Barbara  Ltiem)
Penelope GRAHAM: Alliance against hierarchy:  status distinctions  in east Florenese marriage practices 

Michael VISCHER:  Palu'e hierarchy?

 12.30  -  2.00 LUNCH

The Language of Hierarchy

(Chair: Charles  Frake)
2.00 - 2.30 

2.30 - 3.15 

3.45 - 4.30

Susanne HOLZKNECHT:  Birth - order kinship  terms in PNG  Austronesian societies 

 'Okusitino MAHINA &  'Opel' TALIAI: Social hierarchy and language levels in  Tonga 

 3.15  -  3.45 AFTERNOON TEA

(Chair: Sander  Adelaar)
Adrian CLYNES: Speech styles in Javanese:  hierarchy and ancestry in the grammar?

 7.30 CONFERENCE DINNER AT VIVALDI RESTAURANT

Sunday 28 January

Historical Reconstructions and Transformations of Hierarchy

(Chair: Jos Platenkamp)

 9.00 -  g.45 

9.45 - 10.30 

11.00 - 11.45 

11.45 - 12.30

Ton OTTO: Rank, feasting,  fighting and power in  precolonial Baluan (Manus, Papua New Guinea) 

Martha  MACINTYRE: Too many chiefs? An historical  examination  of Massim leadership

 10.30  -  11.00 MORNING TEA

Nancy  POLLOCK: Rank, power and colonial interference in Wallis

(Chair: Jukka  Siikala)

Barbara  LUEM:  Turtleheads and  middieposts: Aspects of dynamics and transformation of hierarchy in Tuvalu

 12.30  - 2.00 LUNCH

(Chair: Martha Macintyre)

2.00 - 2.45 

2.45 - 3.30 

 4.00. 4.45 

4.45 - 5.30

Antony HOOPER:  Ghosts of  hierarchy: I 

Judith HUNTSMAN:  Ghosts of hierarchy:  II 

 3.30  -  4.00 AFTERNOON TEA

(Chair: Judith Huntsman)

Toon VAN  MEIJL: Transformations of leadership and unity among the  Tainui Maori 

Mark MOSKO: The sorcerer's appearance: The escalation of 'sorcery' ritual and the  authority of chiefs in 
   early North Mekeo contact experience

   Monday 29 January 
   Tuesday 30 January 

PLENARY PICNIC AT  KIOLOA

13


